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地
デ
ジ
化
で

天
気
ニ
ュ
ー
ス

し
か
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
、
気

付
い
た
事
が
あ
る
。
気
象
の

専
門
用
語
は
い
つ
か
ら
か
あ

ま
り
使
用
し
な
い
よ
う
だ
。

　

積
乱
雲
と
言
わ
ず
に
「
入

道
雲
が
ム
ク
ム
ク
」
と
表
現

す
る
。
そ
の
他
「
前
線
が
ウ

ロ
ウ
ロ
」
と
か
「
ム
シ
ム

シ
」「
ポ
カ
ポ
カ
」「
ザ
ー
ザ

ー
」
と
い
っ
た
大
陸
と
の
交

流
が
少
な
い
縄
文
時
代
の
日

本
語
へ
漂
着
し
、
今
も
ポ
リ

ネ
シ
ア
文
化
圏
で
絶
滅
し
そ

う
に
な
り
な
が
ら
使
わ
れ
て

い
る「
重
ね
言
葉
」
が
多
い
。

　

元
来
、
太
平
洋
諸
島
の
民

族
と
文
化
は
中
国
の
東
南
部

の
沿
岸
地
帯
か
ら
伝
わ
っ
た

ら
し
く
、「
重
ね
言
葉
」
も

本
家
は
中
国
だ
ろ
う
が
、
日

本
は
畏
敬
と
共
に
中
国
文
化

を
輸
入
し
た
か
ら
、
漢
語
を

使
う
と
重
厚
で
偉
そ
う
に
響

き
、
例
外
も
あ
る
が
重
ね
言

葉
の
多
く
は
幼
児
語
で
あ

る
。

　

歯
と
目
の
悪
い
私
が
「
魚

の
骨
を
ム
シ
ム
シ
し
て
く

れ
」
と
言
っ
た
ら
「
甘
え
る

な
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
言
葉
は
生
き
物
だ
か

ら
、
進
化
す
れ
ば
絶
滅
も
す

る
。
ア
ナ
ロ
グ
Ｔ
Ｖ
に
生
き

残
っ
て
い
る
幼
児
語
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
。

サマーセミナー2012 内部被曝・維新・生活保護テーマに開く
＂棄民政策＂からの転換を

上から、矢ヶ㟢克馬氏、
森裕之氏、矢部あづさ氏

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
性
物
質
の
拡
散
で
、

内
部
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
矢
ヶ

㟢
氏
は
、
日
本
の
被
曝
線
量

の
基
準
値
に
つ
い
て
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
国
や
ド
イ

ツ
と
比
較
し
な
が
ら
「
政
府

と
東
電
の
都
合
の
良
い
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
功
利

主
義
と
も
言
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）

の
低
い
基
準
が
被
害
を
隠
し

　

様
ざ
ま
な
問
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
、

そ
の
本
質
を
顕
著
に
表
わ
し

て
い
る
の
が
「
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条

項
」
だ
。
投
資
家
、
企
業
が

国
家
を
相
手
に
提
訴
で
き
る

と
い
う
こ
の
条
項
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北

米
自
由
貿
易
協
定
）
な
ど
に

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
実
際

に
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

カ
ナ
ダ
政
府
は
、
ガ
ソ
リ

ン
の
オ
ク
タ
ン
価
を
上
げ
る

添
加
物
М
М
Ｔ
が
神
経
系
統

に
影
響
を
与
え
る
と
し
て
輸

入
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
チ
ル

社
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
違
反

で
あ
る
と
し
て
提
訴
。
協
議

の
結
果
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
賠

償
金
を
支
払
っ
て
輸
入
禁
止

を
撤
回
し
た
だ
け
で
な
く
、

「
М
М
Ｔ
は
環
境
・
健
康
の

い
ず
れ
に
も
害
は
な
い
」
と

い
う
声
明
を
出
し

た
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
、

メ
キ
シ
コ
の
廃
棄
物

処
理
企
業
の
運
営
し

て
い
た
施
設
の
運
営

て
お
り
、
ま
さ
に
知
ら
れ
ざ

る
核
戦
争
だ
。
徹
底
し
た
棄

民
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
」
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。

　

内
部
被
曝
を
防
ぐ
た
め

に
、
汚
染
地
域
の
拡
大
防
止

や
非
汚
染
地
域
で
の
食
糧
大

増
産
な
ど
を
提
案
し
、
被
曝

問
題
の
学
習
を
通
じ
て
「
明

　

橋
下
「
維
新
の
会
」
の
総

選
挙
公
約
「
維
新
八
策
」
に

つ
い
て
森
氏
は
、「
新
自
由

主
義
的
改
革
の
再
興
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
。

社
会
保
障
制
度
改
革
と
し

て
、
医
療
分
野
で
は
公
的
保

険
の
縮
小
と
混
合
診
療
の
完

全
解
禁
が
狙
わ
れ
て
い
る
と

指
摘
し
た
。

　

森
氏
は
、「
橋
下
維
新
の

会
が
大
阪
で
強
行
し
て
き
た

悪
政
を
国
政
で
も
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
社

晰
に
、
楽
天
的
に
、
最
大
防

護
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
首
相
官
邸
前
の
デ

モ
に
触
れ
な
が
ら
、「
市
民

の
命
を
度
外
視
し
て
い
る
政

治
は
、
市
民
の
力
で
変
え
る

し
か
な
い
」
と
訴
え
た
。

会
保
障
の
後
退
や
労
働
者
へ

の
弾
圧
、
教
育
の
破
壊
が
全

国
で
起
こ
り
う
る
と
危
機
感

を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
維

新
の
会
の
国
政
進
出
を
許
さ

な
い
た
め
に
、
民
自
公
や
維

新
に
対
抗
す
る
第
３
極
の
前

進
の
必
要
性
を
強
調
。「
地

道
に
要
求
運
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
中
間
団
体
が
、
原
発

運
動
な
ど
で
新
た
な
動
き
を

見
せ
る
市
民
と
結
び
つ
く
こ

と
が
大
事
」
と
語
っ
た
。

　

生
活
保
護
問
題
で
講
演
し

た
矢
部
氏
は
、
生
活
保
護
バ

ッ
シ
ン
グ
が
続
く
一
方
で
、

「
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
社

会
的
弱
者
で
８
割
を
超
え

る
」
と
実
態
を
示
し
、「
厚

労
省
の
調
査
で
は
、『
不

正
』
受
給
の
割
合
は
変
わ
っ

て
い
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

一
方
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、

国
内
に
あ
る
17
基
の
原
発
す

べ
て
を
２
０
２
２
年
ま
で
に

閉
鎖
す
る
こ
と
を
決
め
た

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
営

企
業
ヴ
ァ
ッ
テ
ン
フ
ァ
ル
社

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
社
の

所
有
す
る
２
基
の
原
発
も
稼

権
を
ア
メ
リ
カ
の
メ
タ
ル
ク

ラ
ッ
ド
社
が
購
入
し
た
際
、

地
元
自
治
体
が
有
害
物
質
埋

め
立
て
の
危
険
性
を
考
慮
し

て
許
可
を
取
り
消
し
た
こ
と

に
対
し
て
提
訴
。
メ
キ
シ
コ

政
府
が
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
社

に
賠
償
金
を
支
払
っ
た
。

　

「
扶
養
義
務
の
徹
底
や
給

付
水
準
の
切
り
下
げ
な
ど
、

保
護
制
度
の
締
め
付
け
が
強

化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
、「
憲
法
25
条
を
生

か
し
た
社
会
を
実
現
し
、
貧

困
を
な
く
す
方
向
へ
転
換
す

べ
き
」
と
力
を
込
め
た
。

　

小
山
氏
は
、
診
療
報
酬
改

定
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
プ
ラ
ス

働
中
断
に
追
い
込
ま
れ
た
と

し
て
、
ド
イ
ツ
政
府
を
相
手

に
提
訴
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
よ
る
提
訴

は
、「
世
界
銀
行
関
連
の
機

関
で
審
理
さ
れ
、
多
国
籍
企

業
に
有
利
」「
審
理
は
１
回

の
み
で
、
反
訴
は
で
き
な

改
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
８
割

の
会
員
が
「
下
が
っ
た
」

「
変
わ
ら
な
い
」と
回
答
し
た

こ
と
を
報
告
。
歯
科
医
療
改

善
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

小
澤
力
理
事
長
は
閉
会
あ

い
さ
つ
で
、「
被
曝
や
生
活

保
護
、
歯
科
医
療
を
巡
る
問

題
は
、
政
府
の
“
棄
民
政

策
〟
の
表
れ
だ
。“
棄
民
政

策
〟
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
協
会
運
動
へ

の
協
力
を
求
め
た
。

い
」「
審
理
過
程
は
完
全
に

非
公
開
」
な
ど
、
多
国
籍
企

業
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
性
格
が
強
い
も
の
だ
。

そ
の
結
果
、
国
民
の
健
康
や

安
全
、
環
境
を
配
慮
し
た
政

策
さ
え
、
変
更
を
迫
ら
れ
る

事
例
が
少
な
く
な
い
。

　

政
府
関
係
者
は
さ
か
ん
に

「
医
療
保
険
は
交
渉
の
対
象

と
は
し
な
い
」
と
い
う
発
言

を
繰
り
返
す
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条

項
が
含
ま
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
れ
ば
、
た
と
え
交
渉
の

テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
事
項
で
も
、
多
国

籍
企
業
に
有
利
な
形
に
変
え

ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
の
だ
。

�

（
つ
づ
く
）

　

今
後
の
動
向
が
注
視
さ
れ
て
い
る
内
部
被
曝
、
維
新
「
改
革
」、
生
活
保
護
問
題
の
実
態

を
つ
か
み
、
社
会
保
障
改
善
の
運
動
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
協
会
は
８
月
26
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
矢
ヶ
﨑
克
馬
氏
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）
が
「
ひ
ろ

が
る
内
部
被
曝
と
大
飯
原
発
再
稼
動
」、
森
裕
之
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）
が
「
橋
下
『
維

新
の
会
』
の
国
政
進
出
で
歯
科
医
療
・
医
療
は
ど
う
な
る
」、
矢
部
あ
づ
さ
理
事
が
「
生
活

保
護
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
小

山
榮
三
理
事
・
相
談
役
が
診
療
報
酬
改
定
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し
た
。

�

（
次
号
に
詳
報
）

被
曝
基
準
は
命
を
軽
視

「
八
策
」で
福
祉
は
縮
小

憲
法
通
じ
貧
困
解
決
を

矢
ヶ
﨑（
琉
球
大
学

名
誉
教
授
）・
森（
立 

命 

館

大
学
教
授
）・
矢
部（
協
会

理
事
）各
氏
が
講
演

医
療
保
険
も
狙
わ
れ
る
可
能
性
大

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
の
恐
ろ
し
さ

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

基 

軸
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と

日 

本 

の 

医 

療
❸

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー　

矢
吹
紀
人

８
月
21
日
に
首
相
官
邸
前
で
始
ま
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
行
動

豪雨による浸水
被害について

被害にあわれた先生はご一報を

　この間、近畿地方で激しい雨が降
り、各地で被害をもたらしました。
被害を受けられた方に、心からお見
舞いを申し上げます。
　豪雨による床上浸水等の被害にあ
われた会員の先生は、協会までご一
報くださいますようお願い申し上げ
ます。� （管理部）
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